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一日中医学協会助成事業一

中圏内モンゴル自治区における飲料水枇素汚染と健康影響に関する疫学調査

研究者氏名

中国所属機関

日本研究機関

指導責任者

共同研究者名

要旨

郭小娼

中国内蒙古地方病防治研究中心教授

産業医科大学産業生態科学研究所臨床疫学教室

教授吉村健清

藤野善久

中国内モンゴル河套平野の枇素汚染地域において、飲料井戸水の 90%が中国の基準である 50μg/L以上の枇

素濃度であった。また、枇素汚染地域における慢性枇素中毒症状の皮膚病変有病率は 40%以上であった。さら

に、枇素汚染地域の住民では、非汚染地域住民と比べて、皮膚症状以外に、咳、動惇、泌尿器症状および流産

の発生が多いことが示された。

緒言

枇素を含んだ飲料水の慢性的摂取による健康被害は現在世界各地で報告されている。被害人口は数千万人以上

と推定され、環境が及ぼす最大規模の健康被害と言って過言ではない。しかし、被害地域の多くが発展途上国

であり、地理的、経済的な問題を抱えていることから対策は遅れていて、被害は依然拡大し続けている。現荘、

各地で問題となっている枇素汚染の多くは、批素に汚染された井戸水を摂取することで生じている。このよう

な飲料水による慢性批素中毒は近年になって生じたと考えられている。 1970年頃から、衛生上の観点よりそれ

まで使用されてきた表層水利用の浅い井戸から、ポンプ式くみ上げ井戸への変換が推進され、下痢などによる

乳幼児死亡を減少させるのに成功してきた。しかしながら、不幸にして、深い地層に含まれる水脈に枇素が含

まれていたため、慢性枇素中毒が発生する事態となった。枇素による健康影響としては、初期に皮膚の異常角

化、色素沈着などが出現し、その後ボーエン病(前がん病変)、皮膚がんが発生することが知られている。また、

皮膚症状以外にも、糖尿病、高血圧、抹消循環障害、虚血性心疾患、さらに各種がんとの関連が報告されてい

る。

中圏内モンゴル自治区においても 1990年に初めて慢性枇素中毒患者が報告されて以来、黄河流域を中心とした

地下水枇素汚染が明らかになってきた。これまでに地質、水質学的な研究は多くなされてきたが、人々の生活

や健康面に関する疫学調査は少ない。そのため、問題の対策を図る上で重要な被害人口、有病率、疾病構造な

ど基本的な情報は限られている。

本研究の目的は中圏内モンゴル自治区枇素汚染地域における枇素汚染状況、慢性枇素中毒症状の有病率、およ

びその他自覚症状などについて、枇素による健康影響を明らかにすることである。

対象と方法

対象: 内モンゴル自治区五原県の批素汚染地域住民 432名および、非汚染地域住民 189名

住民健診: 参加した住民を対象に、専門医による皮膚症状の診察を行った。手掌、足底の角化、体幹、四肢
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の色素沈着、白斑の有無を確認。また、調査票により、咳、動倖、腹痛、不眠、関節痛などの自覚症状の有無

を調べた。また女性については自然流産の経験についても調査した。自覚症状、および流産経験について、非

汚染地域住民を対象にオッズ比を求めた。

井戸水枇素濃度調査: 調査対象村の井戸 106箇所(枇素汚染地域)、および 19箇所(非汚染地域)の枇素濃

度を測定した。

結果

井戸水枇素濃度調査:

批素汚染地域 106箇所の井戸のうち 96箇所 (90.6%)が 50μg/L(中国の飲料水安全基準、 WHO基準は 10

μg/L以下)以上の枇素濃度を検出した。非汚染地域の井戸 19箇所からは 50μg/L以上の批素を検出した井

戸はなかった。

皮膚症状有病率:

枇素汚染地域の住民432人のうち皮膚症状有所見者は 192人 (44.4%)であった。

自覚症状:

咳轍症状:素汚染地域住民における咳轍症状の有訴率は40%であり、非汚染地域と比較したオッズ比は12.6

であった。

胃 痛 :枇素汚染地域住民の胃痛の有訴率は 44%で、非汚染地域と比較したオッズ比は 6.5であったロ

動 倖 :枇素汚染地域住民の動倖の有訴率は 12%で、非汚染地域と比較したオッズ比は 5.0であった

泌尿器症状:枇素汚染地域住民の泌尿器症状の有訴率は 8.5で、非汚染地域と比較したオッズ比は 14.5であ

った。

流 産 :批素汚染地域住民女性における流産の経験率は 5.8%で、非汚染地域と比較したオッズ比は 3.5

であった

考察

WHOが推奨する飲料水中の枇素濃度の基準は 10μg/Lである。本研究対象地域である内モンゴルの黄河濯甑流

域である河套平野は広範囲に枇素汚染が広がっていることは、著者らによってこれまでに報告されている。今

回の対象村においても、村内の 90も以上の井戸において中国圏内の安全基準である 50μg/Lを超えており、深

刻な地下水枇素汚染地域であることが明らかとなった。

これまでに、内モンゴル地域における枇素汚染についての十分な疫学調査は行われていない。本研究において、

対象地域の枇素による皮膚症状の有病率が 40%以上であることが推定された。この値は、これまでに報告され

ているパングラディッシュや他の地域における有病率と比較して、やや高い印象である。本研究の対象地域の

汚染程度が、パングラディッシュや他の地域の枇素汚染程度とほぼ同程度であることからも、枇素症状の発現

に関して、枇素暴露以外に食生活や環境要因などによる影響が示唆される。

枇素による健康影響としては皮膚症状の他に、末梢の動脈硬化病変 (BlackFoot diseaseとして有名)、虚

血性心疾患、および皮膚、肺、腸脱、肝臓がんの発生が増えることは良く知られている。近年、それ以外で特

に呼吸器症状が増加するとの報告もある。しかしながら、これまでに内モンゴルの枇素汚染地域において、皮
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膚症状以外の健康影響については報告がない。本研究の結果、内モンゴノレ枇素汚染地域住民で、は、非汚染地域

住民と比べて、咳、動倖、泌尿器症状、および流産のリスクが高いことが示された。このことは、枇素による

健康影響は皮膚だけでなく、生体の広範囲にEることを示唆している。枇素の毒性についての機序は解明さら

えていない点が多く、症状、生体内代謝の両面から毒性を検討していくことが必要である。

現在の慢性批素中毒の多くは、井戸形態が表層水利用からポンプ式井戸に変わったことが直接的の原因である

と考えられる。また、中圏内モンゴルにおける枇素汚染は河套平野、特に黄河濯瓶流域地帯に広がっているこ

とから、地下水枇素汚染の原因として濯瓶形態との関連も指摘されている。このように、飲料水枇素汚染問題

については、人々の行動様式、農業形態、環境などさまざまな要因が関連している。従って、その対策につい

ては、地質・水質工学的アプローチだけでなく、行動変容を促すような住民への啓蒙活動、関係当局への情報

提供など多角的な検討が必要である。
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調査対象村集落: 地下水枇素汚染は港紙用水

との関連も

村での診察

批棄による角化症状
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